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1.研究 目的 :水資源の乏 しい乾燥地域では,倹 約的な水利用を行 うために節水濯漑技術が発展

してきた。その一つ として,水 分ス トレスを与えて濯水を行 うことで蒸散量を抑制する Denc北

Irrigationとい う手法が考案 されている。この手法で総合的に収量を増大 させるためには,水 利

用効率(Water USe Ettciency:WUE)の向上が必要不可欠 である。 よって本研 究は, Dencit

lttgationにより水利用効率を最適化 し,か つ十分な収量が得 られ るような水分管理法を明 らか

にすることを目的 とした。

2.試験方法 :栽培作物にはダイズを用いた。そ して,ダ イズの生育ステージを前期,中 期,後

期の 3つ に分割 し,各 ステージに有効水分量の 300/0,650/0,1000/0を上限 とす る 3段 階の濯水方

法を設定 した。濯水量及び擢水時期の異なる 12試 験区を設け,各 試験区についてそれぞれ 4

ポ ット,計 48ポ ッ トを栽培 した。また,蒸 散量,生 育量,収 量等を測定 して,得 られたデータ

よりWUE等 を算出 し,比 較 ・検討 した。

3。結果及び考察 :前期に水分ス トレスを与えた試験区は,蒸 散量の抑制に伴って,茎 径,葉 数

等の生育量が抑制 されたが,収 量の抑制は軽度 とな り,WUEは 高い値を示 した。中期に水分ス

トレスを与えた試験区は,生 育量の抑制は軽度であったが,収 量が大きく抑制 され,WUEは 低

い値を示 した。
一方,後 期に水分ス トレスを与えた試験区は,生 育量,収 量 ともに抑制は軽度

となり,WUEは 良好であつた。このことか ら,水 分ス トレスを受けた時期に形成が活発であつ

た部位が直接影響を受けやす く,抑 制が顕著になると推測 される。また,あ る生育ステージに

与えた水分ス トレスの影響により,以 降の生育ステージの蒸散量が減少する傾向がみ られた。

以上より,本 研究では,総 合的な収量を増大 させ るためには,前 期に,中 期の蒸散量に大きな

影響を及ぼさない軽度の水分ス トレスを与え,子 実の形成に重要であると思われる中期には水

分ス トレスは与えず,後 期に大きな水分ス トレスを与える濯水方法が適切な Denctt lrdgation

であると結論付けた。 しか し,今 後実用化に向けて生育ステージをさらに細分化 し,よ り詳細

な測定を行 う必要がある。
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